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　富山県若年性認知症相談・支援センターは、県の委託により富山県社会福祉協議会がサンシップとやまに
平成28年７月15日開設し２年間が経過しました。
　相談者には若年性認知症支援コーディネーターが継続的、丁寧に支援しており、関係機関の皆様のご協力
により連携もスムーズになってきています。
　私たちが若年性認知症の人とご家族を支援する中で感じることは、診断後早く支援を開始することで、将
来の生活に向けた準備ができるということであり、早期受診が強く望まれるところです。
　今後も、若年性認知症の人とご家族が安心して生活できるように、さらに当センターの周知を図り、支援
していきたいと考えています。

富山県若年性認知症相談・支援センター 〒930-0094 富山市安住町5-21 サンシップとやま５階
TEL：076-432-7501　FAX：076-432-6578

【相談状況】平成28年7月～平成30年7月

　家族や親族からの相談は約半数、次いで本人からは約2割、その他、地域包括支援センターや介護サービス事
業所、医療機関からの相談もありました。また、認知症と診断された人と、疑いのある人の相談は約7割でした。

■ 相談者の内訳

■ 相談者数

50歳代 60歳代で3/4を占めています。

■ 相談者の年代（実数）
　相談内容では、「利用できるサービスを知りたい」が
最も多く、次いで「病気や医療」「経済的な問題」「就労」
「症状や生活上の困難」に関する相談が多くありました。

■ 相談支援内容（延数）

利用できるサービス
病気や医療

経済的な問題
就労

症状や生活上の困難
交流会

介護者の心身の疲労等
その他

相談支援内容

やりがいを感じ就労支援施設で働くAさん　(60歳代前半)

　50歳代後半から仕事の手順がわからなくなり、休みがちになったため不安になり受診。若年性認知症
と診断され、退職を余儀なくされましたが仕事への意欲があり、当センターへ相談。若年性認知症支援コー
ディネーターと話し合いを重ね、就労支援施設の体験利用から正式利用へと繋がりました。今では、リネ
ン類のアイロンかけやタオルたたみのリーダーとして仕事にやりがいをもって取り組んでおられます。

【事例紹介】
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若年性認知症支援コーディネーター
が相談に応じています。
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　富山県若年性認知症相談・支援センター
のホームページからダウンロードできます。
冊子をご希望の方は、富山県若年性認知症
相談・支援センターへお問い合わせください。

　若年性認知症の方が仕事や作業、仲間・支援者との出会いを通じて、
やりがいを持ち、社会的なつながりを継続する事業がスタートしまし
た。今年度は以下の３ヶ所の施設での実施が決まりました。

富山県からのお知らせ富山県からのお知らせ富山県からのお知らせ富山県からのお知らせ

NPO法人 つむぎ

NPO法人 おらとこ
デイサービスセンターおらとこ

NPO法人 コーポラティブハウス木の実
デイサービス木の実

仕事内容、通所方法など詳細は各施設へお問い合わせください。

富山市小杉262
TEL 076－428－0230

富山市上滝88-7
TEL 076－483－9550

魚津市吉島511
TEL 0765－22－6006

若年性認知症 仕事の場（居場所）づくり支援事業が
今年度よりスタートしました！

施　　　　設 住所・連絡先

病気のことや活
用できる制度な
どについて、掲
載しています。

月　日 参加者
H29.  6 .10
H29.11.  4
H30.   7 .21

6組12人
5組10人
4組  8人

本人や家族が集い、互い
に話し合い、情報交換等
を行っています

支援方法について研修会
を開催しています

関係機関の活動報告を行いました
●認知症初期集中支援チームの関わり
●ふれあいカフェの関わり
●本人・家族の立場から　　　
若年性認知症の人の社会参加（就労と居場所）について活動
報告と意見交換を行いました
●就労継続支援B型事業所とディサービス利用の事例
●NPO法人及び認知症カフェが居場所に繋がった事例
●若年性認知症の人が居場所をもつことについて

意見交換しながら、関係
者と連携を図っています

年度 内　　　　　　容 参加者

「若年性認知症について」
　富山大学附属病院神経精神科 助教　木戸　幹雄 氏
「若年性認知症の人と家族への支援」
　東京都若年性認知症総合支援センター長　駒井　由起子 氏

「若年性認知症の本人の抱える思い、そして伝えたいこと」
　若年性認知症の当事者
「妻が認知症になって」
　若年性認知症の人の家族

「若年性認知症とともに生きる人への支援」
　全国若年性認知症支援センター室長　山口　喜樹　氏

年度 内　　　　　　容 参加者

平成30年10月5日開催予定
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支援者のための研修会

ネットワーク会議

ご本人・家族の交流会


